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～ は じ め に ～

○ 道では、スマート農業の普及・定着を図るため、全道４４か所すべての農業改良普及
センター本所・支所において、スマート農業相談窓口を設置しています。

○ 各普及センターでは、スマート農業に係る相談に応じるとともに、現場のニーズや課
題を把握し、市町村・農業協同組合等の関係機関・団体と連携し、スマート農業技術の導
入促進と普及定着に努めています。

○ 今般、今後のスマート農業技術の横展開を目的として、普及センターにおけるスマー
ト農業の普及活動事例をまとめましたので、相談の際の参考にしてください。

○ 今後も地域の皆様からの相談に応じて、普及センターでスマート農業技術の支援を行
いますので、地域でスマート農業技術の導入を考えている方は、最寄りの普及センターに
お問い合わせ願います。

○ この資料は、下記HPに掲載していますので、参考にしてください。

掲載HP：スマート農業相談窓口について（https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ns/gjf/62273.html）
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（スマート農業に係る普及活動事例）

１ 大豆における生育センシングと可変施肥技術の試行 （空知農業改良普及センタ－中空知支所）

【新十津川町総進４･５地区
の概要】

○耕作面積233haで、水稲を基幹
とした水田複合経営が行われて
いる

○平成30～令和２年頃にかけて、
高齢農業者の経営規模縮小等に
より、規模拡大志向農業者への
農地集積が進行した

○町の補助事業を活用し、水稲の
防除を主目的としたドローンが
普及している

【地域の課題】

○土地利用型作物の安定生産

○労働力不足や規模拡大に対応す
る省力化や軽労化技術の導入

○水稲以外の作物に対するドロー
ンの活用

背 景 普及活動内容

○農業者が大豆ほ場で自ら所有
するドローンを活用し、生育
センシングと可変施肥を試み
た

○農業者とデータ解析を行う民
間業者の双方の相談役を普及
センターが担った

赤色：生育不良

緑色：生育良好

普及の成果
【具体的な成果】
○開花期の窒素可変施肥により、
ほ場内の部分的な生育不良が改
善され、農業者からも高評価

【成果のポイント】
○農業者のニーズと民間業者の解

析技術がマッチング

（連絡先：空知農業改良普及センター中空知支所 TEL 0125-74-2281）

写真

写真

写真
（6.29 NDVI画像)

写真
（施肥後 NDVI画像)

【成果活用の留意点】
○追肥量などの指標がないため、
継続検証と事例蓄積が必要



（スマート農業に係る普及活動事例）

２ ICT活用による草地生産性の向上 （石狩農業改良普及センター）

【石狩農業改良普及センター管内
（ＪＡ道央管内）の概要】

○４市の畜産農家は111戸で、草
地面積は5,046ha

○後継者不足により、農家戸数は
減少し、経営面積の拡大が進ん
でいる

【地域の課題】

○草地更新作業は8.7時間/ha程度
を要し、家族労働が主である当
地域では更新作業面積に限りが
あるため、スマート農業を取り
入れた効率的な草地更新技術が
求められている

○スマート農業に興味はもってい
るが、実際のＩＣＴに触れる機
会が限られている

背 景 普及活動内容

○ＩＣＴを活用したピンポイン
ト草地更新

＜ドローン画像解析による雑草
（ギシギシ）検出＞

＜自動ラジコンヘリによるピン
ポイント除草剤散布及び農業
用自動走行ロボットによる牧
草は種＞

○ＩＣＴの普及
→実演会の開催
→ＩＣＴベンダー
と農業者のマッ
チング

→効果の検証

赤色：生育不良

緑色：生育良好

普及の成果
【具体的な成果】
○資材費は88％減少

○雑草（ギシギシ）
の減少
10％→１％

【成果のポイント】
○草地管理に力を入れている農業

者の理解の下、収穫体系にＩＣ
Ｔ実演を組み込むことができた

○ＩＣＴベンダーとの打合せや連
絡調整をＷＥＢ会議等を有効活
用し密に行えた

（連絡先：石狩農業改良普及センター TEL 0123-36-8083）

散布時間
（10ａ）

薬剤量
(ほ場当）

薬剤費
(ほ場当)

ICT活用 6.9分 5.6g 1,406円

慣行 1.2分 45.4g 11,532
円

慣行比 575% 12.3% 12.2%

薬剤量及び薬剤費の低減効果は高かった。
（散布時間の低減が課題）



（スマート農業に係る普及活動事例）

３ 蘭越町におけるスマート農業の取組 （後志農業改良普及センタ－）

【蘭越町の概要】
○蘭越町は耕地面積が約4,000ha

で、そのうち水稲の作付が約
1,700ha(令和３年)を占める水
稲を基幹とした地域である

○良食味米生産の継続には、労働
力の軽減対策が必要である

背 景 普及活動内容

○令和元年｢蘭越町ICT活用推進
協議会｣が設立

赤色：生育不良

緑色：生育良好

普及の成果

○ドローンによる少量拡散型除草
剤の散布時間は慣行比80％削減

【成果のポイント】
○ドローンを利用した省力栽培技

術により、農業者のICT技術に対
する意識向上につながった

【具体的な成果】
○重点地域では、ドローンによる

水稲防除体系が確立（４戸）

（連絡先：後志農業改良普及センター TEL 0136-22-1072）

重点地域における
水稲共同防除面積

平成30年：０ha（０戸）

令和３年度：34.8ha（４戸）

○水稲の省力栽培として、町の施
設でロックウール苗（軽量）や
高密度は種苗（育苗の小面積
化）の育苗、
供給が積極
的に行われ
ている

【地域の課題】
○令和３年の販売農家戸数は202戸

で過去５年間で56戸減少し、高
齢化と耕作面積の拡大により労
働力不足が加速化している

○ドローンによる
少量拡散型除草
剤の展示ほを設
置（令和４年）

○これまで、省力化に向けてド
ローンによる共同防除を推進



（スマート農業に係る普及活動事例）

４ 次世代へつなげる活気あふれる地域農業の実現 （胆振農業改良普及センタ－東胆振支所）

【むかわ町の概要】
○水稲を基幹に園芸作物

や畑作物を組み合わせ
た複合経営が中心であ
る

○水稲の水張り面積を維
持しつつ、野菜や花き
の導入により収益性を
確保している

【地域の課題】
○担い手の減少や高齢化

が進み、農地の遊休化
の懸念や労働力の不足
など農業構造的な問題
を抱えている

○中心的な経営体による
規模拡大が見込まれる
中、園芸作物の生産性
の向上と省力化が求め
られている

背 景 普及活動内容

○施設園芸での省力化推進
に向けて、トマトハウス
で自動かん水装置を導入
し、各関係機関と連携し
て効果を実証した

普及の成果

【具体的な成果】
○自動かん水装置の導入により、省力効果と増収

効果を確認できた

【成果のポイント】
○「むかわ町スマート農業研究会」の設立（Ｒ３

年１月）を通して、ホクレンやＪＡ・町等と連
携し、支援することができた

（連絡先：胆振農業改良普及センター東胆振支所 TEL 0145-42-2528）

評価項目 自動区 慣行区 慣行比

かん水作業時間（人時/10a） 1.4 28.0 ５％

規格内収量（kg/10a） 5,544 5,130 108％

a販売額（千円/10a） 1,494 1,260 119％

b変動
支出

労賃（千円/10a） 1.4 28.0 ５％

かん水資材費（千円/10a） 86 49 176％

（a-b）差引所得（千円/10a） 1,407 1,183 119％

表 自動かん水装置の導入効果

注1）販売額は、規格内のA品、BC品、FGバラ重量に、それぞれの単価を乗算。
注2）労賃は、Ｔ農場の時給1,000円より算出。
注3）自動区のかん水資材費（一式160万円/８棟）は、耐用年数７年として年額を算出。

【導入農家の声】
・トマトの手入れ時間、水稲防除を行う時間を確保できた。
・令和４年は全24棟でかん水の自動化。
・新たな水源の確保、ポンプ圧力やかん水チューブを見直す。

注1）

注2）

注3）

○環境モニタリング機器
「みどりクラウド」によ
りハウス環境も測定

写真 トマト調査定点の設置



（スマート農業に係る普及活動事例）

５ 環境モニタリング機器を活用したトマトの栽培管理支援（日高農業改良普及センタ－日高西部支所）

【平取町の概要】

○耕地面積4,660haで施設園芸、
水稲の複合経営が多い地域であ
る

○施設園芸はトマト栽培が中心で
全道一の生産量を誇っている

【地域の課題】

○トマトは収量、品質に戸別差が
生じており、収量の高位平準化
が求められている

○経営面積拡大に対応する作業効
率化が求められている

○労働力の不足に対応する技術導
入が必要である

背 景 普及活動内容

○ 環境モニタリング機器を活
用し、トマトハウスの土壌水
分を「可視化」

赤色：生育不良

緑色：生育良好

普及の成果

【具体的な成果】
○モニタリングに基づく水管理で
適正な土壌水分を維持した

○ハウス内の湿度が抑えられ、
病害防除回数は７回→０回へ低減

【成果のポイント】
○活動に理解があり、協力の得や

すい重点地区の農業者と活動を
進めた

○今後も地域関係機関と連携して
活動を継続する

（連絡先：日高農業改良普及センター日高西部支所 TEL 01457-2-2055）

○ 農業者と生育と収量を確認

３日間隔のかん水で適正水分
（30～40％程度）をキープ

○ 普及センターは、測定データ
を整理し、農業者は提供され
たデータを栽培管理に活用



（スマート農業に係る普及活動事例）

６ ICTの導入で生乳生産性の向上と省力化を実現!! （渡島農業改良普及センタ－渡島北部支所）

【八雲町の概要】

○酪農を主体とし、耕種では
種ばれいしょ、水稲(もち米)、
軟白ねぎ、花きなどの複合経営が
行われている

○農家戸数は高齢化や後継者不足
による離農が進み、年々減少して
いる

○酪農は協業法人化による規模
拡大が進み、地域の生乳生産量
維持が図られている

【地域の課題】

○H28年に酪農家２戸で協業法人が
設立され、H30年７月に580頭
規模の牧場が稼働した

○搾乳ロボット、哺乳ロボット、
分娩監視カメラ等が導入され、
新システムに対応した飼養管理
が必要となった

背 景 普及活動内容

○搾乳ロボットに対応した管理

○給与飼料の適正化

○分娩監視モニター

赤色：生育不良

緑色：生育良好

普及の成果

【具体的な成果】

○地域生乳生産量の拡大!!

○労働時間の削減!!
１頭あたり労働時間
27.2 → 20.5 時間/頭･年

【成果のポイント】

○稼働当初はトラブルが発生したが、
生産者・メーカー・関係機関で
１つずつ検証し、問題解決に繋げ
た

○乳量は目標に達していないが、
関係機関の連携した継続支援に
より、個体乳量は向上している

（連絡先：渡島農業改良普及センター渡島北部支所 TEL 0137-62-2496）

個体乳量
チェック

訪問回数
チェック

搾乳ロボット
の効率的な
稼働に向け、
給与飼料を
確認!!

モニターや
データを
チェックしな
がら分娩状況
を確認!!



（スマート農業に係る普及活動事例）

７ ハウス立茎アスパラガス栽培への自動かん水の導入に向けて （檜山農業改良普及センタ－）

【厚沢部町の概要】
○耕地面積3,576haで、水稲、畑

作および園芸の複合経営が主体
となっている。特に施設野菜で
あるハウス立茎アスパラガスは
当地域の主要野菜品目である

○アスパラガス栽培は、平成12年
から始まり高収益作物として定
着し、令和４年は檜山本所管内
の面積は約19haである

○近年は、後継者不足を背景とし、
農家戸数減少と経営面積拡大が
急速に進んでいる

【地域の課題】
○近年、複合経営による労働競合

で、かん水管理が不十分になり
収量低下の要因となっている

○解決策として令和3年6月から、
厚沢部町で「自動かん水システ
ム」導入の取り組みが始まった

背 景 普及活動内容

○厚沢部町、生産組合、関係機
関と連携し「自動かん水シス
テム」導入に向け取り組んだ

○土壌水分に応じた自動かん水
および液肥による追肥の実施
ができるようシステムの定着、
普及を目指して活動

赤色：生育不良

緑色：生育良好

普及の成果
【具体的な成果】
○自動かん水導入により土壌の過
乾状態が少なくなった

○自動かん水で労働時間の短縮
(100坪当たり)

【成果のポイント】
○関係機関、農業者との連携で意

見を反映しながら取り組めた
○令和4年度は年間をとおした検討

により、土壌水分センサー値に
応じた自動かん水および追肥体
系の確立を目指す

（連絡先：檜山農業改良普及センター TEL 0139-53-6141）

厚沢部町

「農に生きる７」創生事業

【農に生きる推進協議会】

（R2～R4年）

桧山南部

アスパラガス

生産組合
●試験実施(4戸)

●収量調査

ＪＡ新はこだて

厚沢部基幹支店
●試験計画、設置

●収量データまとめ

檜山農業改良

普及センター
●試験計画、設置

●土壌水分・EC調査

●データまとめ

檜山振興局

「スマート農業

技術確立事業」
（R2～R4年）

環境制御機械導入・調査機械導入

試験計画・設置・調査

実証・普及

機械

メーカー
●機械設置

●操作指導

助言

道南農業

試験場
技術普及室

●計画・まとめ助言

農業者
自動かん水

ハウス

慣行

ハウス
対慣行比

H氏 0～5分 15～20分 0～25％

I氏 5分 60分 8%

※慣行ハウス見回り時間含む



（スマート農業に係る普及活動事例）

８ 小麦の町びえい・衛星リモセンで小麦の安定生産を目指す（上川農業改良普及センタ－大雪支所）

【美瑛町の概要】
○耕地面積12,600haのうち、畑地

は10,400ha・８割を占める

○傾斜の畑地は、土壌理化学性が
不均一なため、作物の生育もば
らつきやすい

○農家数減少に伴う個別経営体耕
地面積増加の結果、労働省力的
な小麦の作付面積が増加してい
る

【地域の課題解決の方向性】
○小麦に偏重した作付体系の見直

しと平行して、地域ブランドで
ある｢小麦｣の生産量と品質の安
定が欠かせない

○ほ場内の生育良否を可視化した
衛星リモセンマップに基づく窒
素施肥で肥料を過不足なく使用

○肥料の適正使用により、小麦の
生産量・品質の安定に加えて、
環境負荷軽減を期待できる

背 景 普及活動内容

○衛星リモセン試験利用へＪＡ生
産部会、町スマート農業推進協
議会と連携し、重点地区農業者
の先行利用から技術の有効性を
検証

○リモセン事業者、農機メーカー
と研修会を開催し、利用を促進

○聴き取り、意見交換会で使い勝
手や利点、改善点等を把握し、
技術の長短所を一覧に整理

赤色：生育不良

緑色：生育良好

普及の成果
【具体的な成果】
○リモセンマップ生育良否から窒
素量を増減させた施肥を実施。
生育や小麦品質は平準化した

【成果のポイント】
○｢見える化｣した生育マップの活

用方法、有用性を農業者が実感
し、地域で共有できた結果、波
及につながった

○調査・実用性確認、報告会開催
等をＪＡ・町と協力して実施し、
技術の有効性を効果的に知らせ
ることができた

（連絡先：上川農業改良普及センター大雪支所 TEL 0166-92-2077）

衛星リモセンを収穫判断の目安
に利用できるか検証中

○美瑛町農業者８戸・２集団が
新たに衛星リモセンを利用開始



（スマート農業に係る普及活動事例）

９ 農業女子のための機械研修会の開催 （留萌農業改良普及センタ－）

【留萌管内の概要】
○留萌管内は北海道の北西部に位

置し、日本海に沿って南北に細
長く、北と南で気候が異なるこ
とから、北部は畜産、中部は稲
作・畑作・野菜、南部に稲作・
果樹を主体に多様な農業が営ま
れている

○農業後継者の減少、農業者の高
齢化や離農が進み、農家戸数は、
Ｈ22年度の1079戸から、Ｒ２年
度は744戸と減少している

【地域の課題】
○農家戸数減少により、今後１戸

当たりの経営面積拡大が見込ま
れる。経営面積が拡大した場合、
それに対応する作業の効率化が
求められている

○労働力の不足に対応するため、
スマート農業機械などの導入が
望まれるが、スマート農業機械
の認識が低く、導入が進んでい
ない

背 景 普及活動内容

○「農業女子のための機械研修
会」を開催

赤色：生育不良

緑色：生育良好

普及の成果

【具体的な成果】
○スマート農業機械に対する理解

・参加した女性農業者は、機械作
業の経験年数が浅かったが、機
械を操作体験したことで、スマ
ート農業技術の有効性について
理解が深まった

・自動操舵システムや農薬散布ド
ローンなど、今後導入を考えた
いとの意欲的な意見も聞かれた

【成果のポイント】

○実際にスマート農業機械を体験
することで、スマート農業を身
近なものと感じてもらえ、理解
が深まった

（連絡先：留萌農業改良普及センター TEL 0164-62-1779）

若手女性農業者を対象に、「ス
マート農業技術の体験」と「農
作業機械の仕組みや操作方法の
習得」を目的に開催。

 スマート農業機械の操作体験

自動操舵トラクタ 撮影用ドローン

 スマート農業機械の実演

ロボットトラクタ 農薬散布用ドローン

協力：（株）ヤンマーアグリジャパン北海道支社（ア
グリガールズプロジェクト）

【参加者からの声】
「女性だけで楽しく学べた」
「また機械の研修を企画してほ

しい」
「今までトラクタの運転はかぞ

えるほどだったけど積極的に
運転したいと思った」



（スマート農業に係る普及活動事例）

10 ほ場管理システムの活用で収穫作業の効率化 （宗谷農業改良普及センタ－）

【宗谷本所管内の概要】
○宗谷本所管内（猿払村・浜頓別

町・中頓別町・枝幸町）の耕作
面積は24,754haである

○本所管内の６ＴＭＲセンターの
耕作面積は5,790haで、管内全
体の23％を占めている

【地域の課題】
○収穫面積は、天候やサイロ内の

容積を見極めながら毎日決める
ため、収穫作業の進捗確認に労
力がかかっている

背 景 普及活動内容

○令和２年、ほ場管理システムが
４ＴＭＲセンターで導入された。
収穫作業で活用されるようにな
り、草地の確認作業の省力化が
図られた

普及の成果

【成果のポイント】

○ほ場管理システムの活用で、収
穫作業時のほ場確認作業が1/3に
減少し、省力化された

○サイロへ搬入されたダンプ台数
や面積など、システム上で把握
できるようなり、作業計画策定
に活用されている

（連絡先：宗谷農業改良普及センター TEL 01634-6-1414）

ほ場管理システムの画面

○ＴＭＲセンターの他、収穫作業
コントラクターでも導入されて
いる

4
5

6

0

2

4

6

R2 R3 R4

コントラクター

ＴＭＲセンター
（組織）

ほ場管理システムの導入組織数の推移

～ほ場管理システムとは～
専用端末を装着した車両の位置を携

帯などでリアルタイムに把握できるシ
ステム。

各車両の稼働
時間から、オペ
レータの作業時
間を把握するこ
とができる。

ほ場内の走行位置牧草の収穫

データを活用したサイレージの
品質向上を検討中



（スマート農業に係る普及活動事例）

11 ICT活用による地域農業生産基盤の確立 （網走農業改良普及センタ－美幌支所）

【津別町の概要】

○１戸当たり経営面積は34.4haで、
５年後には44.1haに増えること
が予想されている

○農家戸数減少、高齢化による労
働力不足に対応するため、コン
トラクターやＴＭＲセンターの
整備が進んでいる

【地域の課題】

○ＩＣＴ機器を導入する農家が増
えており、それらを活用した品
質向上、省力化、生産基盤の拡
充に向けた取組が必要

○地域内では「スマート農業加速
化事業プロジェクト（国費事
業）」による取組も実施中であ
り、更なるＩＣＴ機器の導入活
用が求められている

背 景 普及活動内容

○導入したＩＣＴ機器の有効活用
を目指し、「自動操舵講習会」
を実施した

○講習会内容を対象農家の意見を
基にマニュアル化し、ＩＣＴ機
器の更なる活用促進を図った

○秋まき小麦の、は種作業時の作
業効率調査を行い、自動操舵シ
ステムの効果を検証した

赤色：生育不良

緑色：生育良好

普及の成果

【具体的な成果】
○自動操舵による作業の効率化を
確認できた

○講習会実施とマニュアル作成に
より、次年度以降の作業円滑化や、
実践的使用法の地域への波及が期
待できる

【成果のポイント】
○活動の早期に「自動操舵講習

会」を開催したことで、ＩＣＴ
の基礎知識を学ぶことができた

○作業効率を数値で提示したこと
により、導入効果をより深く理
解することができた

（連絡先：網走農業改良普及センター美幌支所 TEL 0152-73-5111）

秋まき小麦のは種作業効率化調査

講習会の写真

自動操舵講習会

内容をマニュアル化！

自動操舵 手動操舵

17.83 17.51

(-0.17) (-0.49)

14.90 15.24

(0.08) (0.42)

小麦は種作業における作業効率化調査(作業幅の差)

※理論作業幅と差が少ない方が効率が良いと判断

Ｂ

18.00

14.82

重複作業の削減と
作業精度向上

隙間を減らし、作業
精度向上により、時
間当たりは種面積
が向上

測定作業幅(m) 理論

作業幅
(m)

農
家
名

評価

Ａ



（スマート農業に係る普及活動事例）

12 土地利用型作物の省力化に向けたICT活用の実証 （十勝農業改良普及センタ－十勝西部支所）

【鹿追町の概要】

○酪農、畑作経営ともに規模拡大
が進んでいる（１戸当たり経産
牛頭数 H25:108頭→R2:135頭、
畑作１戸当たり経営面積
H25:43ha→R2:47ha）

○畑作では規模拡大へ対応した生
産体系として、畑作４品に業務
加工用キャベツを加えた生産体
系の確立を目指している

○耕畜連携による土づくりを基本
に、ＩＣＴ等の最先端技術を導
入し、生産性向上、労働軽減に
努めている

【地域の課題】

○規模拡大により、労働力不足が
年々深刻化しており、省力化技
術の導入やスマート農業の推進
による生産性の維持確保が必要
となっている

背 景 普及活動内容

○高価なスマート農業機器を効
率的に利用することによる導
入コスト低減や省力化に向け
た取り組みを支援。（農林水
産省「スマート農業技術の開
発・実証プロジェクト」によ
る活動）

〔てんさい多畦収穫機
の導入検討〕

〔業務加工用キャベツの
ロボット収穫機の実証〕

赤色：生育不良

緑色：生育良好

普及の成果
【具体的な成果】
○てんさい多畦収穫機の導入検討
・機械利用経費の算出が可能に

・利用コスト低減のためには、機
械の所有法や効率運用など課題
が明らかになった。

○ｷｬﾍﾞﾂのﾛﾎﾞｯﾄ収穫機の実証

・延べ作業時間の短縮につながっ
たが、改善点も明らかになった

【成果のポイント】
○大きな実証事業を通じて、地域

課題を関係機関共通認識のもと
で、解決に向けた連携活動がで
きた

（連絡先：十勝農業改良普及センター十勝西部支所 TEL 0156-62-2015）

作業効率と
実用化に向
けた改良点
の抽出

導入効果と
導入手法の

実証

98%(事業利用)

144%(自己資金)

地域慣行機

(１畦) 0.23 11 －

収穫機
区分

作業効率
(ha/hr)

年間稼働
可能面積

(ha)

10a当たり延べ
機械利用経費
(地域実態比)

多畦収穫機

(４畦)
0.54 128

収穫機 作業効率 人員数 10a当たり延べ

区分 (hr/10a) (人) 作業時間(hr)

ロボット 3.7 3 11.4

地域慣行機 2.2 7 15.4



（スマート農業に係る普及活動事例）

13 搾乳ロボットデータ活用による給与飼料調整の支援（釧路農業改良普及センタ－釧路中西部支所）

【白糠町の概要】
○酪農主体の地域であるが、近年

離農が進み、酪農家戸数が減少

○地域酪農の継続に向けて、Ｒ３
年４月より町で初となる４戸の
協業法人が稼働

○協業法人は搾乳ロボット（以下、
搾ロボ）を導入し、搾乳作業の
省力化を図る

【地域の課題】
○搾ロボから得られるデータを活

用した、飼料給与量および栄養
濃度調整による乳量の向上

背 景 普及活動内容

赤色：生育不良

緑色：生育良好

普及の成果

【成果のポイント】
○搾ロボデータを飼料給与に活用

したことで、生乳生産性の向上
につながった

○データの活用は、農業者自身で
継続的に取り組まれている

（連絡先：釧路農業改良普及センター釧路中西部支所 TEL 0154-57-8306）

【具体的な成果】
○牛の栄養要求量に合わせた飼料
給与が実践され、Ｒ４年１月よ
り個体乳量が向上し、出荷乳量
も増加した

○搾ロボから得られる個体乳量、
搾乳回数などのデータを確認

○Ｒ３年５月より、データおよび
牛の状態を見ながら、牛群の泌
乳ピークに合わせた搾ロボ内給
餌量およびＰＭＲ(※) 栄養濃度
の調整を支援 図 個体乳量および出荷乳量の推移

※PMRとは、全給与飼料から搾ロボ内給餌分
を除いた混合飼料



（スマート農業に係る普及活動事例）

14 スマート酪農導入事例集を発刊 （根室農業改良普及センタ－）

【根室管内の概要】
○酪農が基幹産業で、多様な経営体

が存在し、生乳生産量は全国の約
１割、全道の約２割を占める

【地域の課題】
○生産基盤の維持には労働力不足の

解消、担い手の確保が必要

○スマート農業機器導入による省力
化の状況把握が必要（変化）

○投資が伴うため機器の導入に際し、
導入目的を明確にすることが必要

背 景 普及活動内容

○管内の導入状況を把握

赤色：生育不良

緑色：生育良好

普及の成果

【具体的な成果】
○事例集（営農改善資料）を発刊
・全農家と関係機関に配布

【成果のポイント】
○「スマート農業の概要」や「用

語解説」も掲載

○導入の参考となる情報を掲載

○問い合わせがあった際、導入事
例の紹介がスムーズになった

（連絡先：根室農業改良普及センター TEL 0153-75-2301）

○家族経営を中心に農家戸数は、約
３割減少した（H12年⇒R2年）

○一方で、雇用労働を活用した大型
法人経営が増加し、年間出荷乳量
は維持されており約80万㌧前後で
推移している

○先行導入農家の優良事例を収集

○導入に当たっての考え方を整理

・搾乳ロボット４事例
・エサ寄せロボット３事例
・ほ乳ロボット ３事例 など

・導入台数、導入価格（当時）
・移行時に準備、用意したこと
・導入に向けてのアドバイス
・導入前後の生産性の変化

例）乳量、乳質、繁殖成績等搾乳ロボット 発情発見システム

（H29～R2畜産クラスター事業、H29～R1畜産ICT、楽酪
GO事業等より集計）

乳用牛飼養頭数（R2） 176,750頭

乳用牛飼養農家戸数 1,136戸

１戸当たり飼養頭数 155.6頭

合計 24事例


